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 硫黄細菌は二般的には硫黄,硫化物若くはチオ硫酸盤を酸化する種類が代表的とされて居る
     へ
が藪では之 と反封に硫黄叉はその化合物を還元して硫化水素 を褒生する種類の硫黄細菌 を取扱
         ノ
ふ こ ととす る・ この種 の細 菌 は自然界 に於 ける硫黄 の循環 に不 可敏 の役 割 を果 して居 るが土中
に於 ては作物 を損 傷 し,海 底 にあつては漁 揚 を妨害 し叉は鐡管 の腐蝕 を起す な ど吾 人にとつて
有害 な作 用 を呈す る揚合 が多 い もので あ る・
 先年 ア ムモ ニア合 成工揚 の ガ ス溜で硫化 水素が不 明の原 因で 獲生 す る現象 は斯か る硫黄細菌
に基 因す るので はないか との問題が提 出 された・ガ ス溜に於 て硫 化水素 が磯 生すれば 蕾に瓦斯
タ ンクの 腐蝕 を起す のみ な らす,ア ムモ ニア合成鯛媒 の能 率及 び壽 命に直接 の悪 影響 を齎す こ
とは云ふ迄 もな い・從つ て硫 化水 素獲生現象の原因 を解 明す ると同時 に之が 防止封策 を講iぜん
と して本研 究 を行 つた次第で あ る・
 各地 に 於 ける5種 の瓦斯 タンクのSeale(i waterに 就 て硫 黄細菌 の分離 を各種の培養墓で 試
みた が,K2HPO、0.059,アスパ ラギ ン0.19, CaSO、0.19, MgS O, 7H200.29,乳 酸曹達0,39,
FeSO,痕 跡,蒸 溜 水100 ccよ りな る培養液 を使 用 して全部 の試料か ら硫黄細菌 を分 離す るこ
とに成 功 した.
 分離 した硫黄 細菌 は何 れ もO.05×O.3～0.5μ の短 小な桿厭菌で 絶野 的 な嫌 氣性 で胞子は生産
せす,運 動性 を有す る種 類でMicrospira(Spirillum)desulfuricans Beijerinck, van Deldenに_
致す る・從 て
  4CH3CHOHCOONa十2MgSO,十H20 == 3CH,COONa十2MgCO3十NaHCO3十3CO2十
   4H£ 十2H2S       '
  2CH,CHOHCOONa十3MgSO4=3MgCO3十Na2COa.十2CO2十2H20十3H2S
な る攣化,巨Pち 乳酸盤 の酸化 分解 と硫酸 鷺の還 元 よりな るdismutationを 起す ことが結論 され
て居 る.
 今 回分離 した硫黄 細菌 は乳酸 鷺の代 用 として從來か ら知 られ て居 る葡 萄糖,グ リセ リンは勿
論,更 に キ シローズ,酷 酸 盤,酒 石酸 鷺,拘 構酸犠等多種 の有 機化合物 を利用 し得 ることを指
摘 した が,瓦 斯 タ ンクに於 ては斯か る有機 化合物 の實在 は考へ られ ない・炭 酸が考へ られ る唯
一 の炭 素榮養 源で あるか ら(NH,)?CO,, MgCO:及 び Na2CO3を 使用 して炭酸 同化作用 の有
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無 を吟味 した.之 等の炭酸簿の場合には有機化合物の場合に比 し細菌の繁殖に時 日を要 したが,
相當顯著な成育を途げ得たので炭酸同化作用を螢むことを結論 し得た・
 一方窒素榮養源としてはアスパラギンよりもNH4CIの 方が好適で あり,更 に硫化水素の獲
生現象は從來知 られて居る硫酸聯及びチオ硫酸購のみな らす,亜 硫酸鞭並びに硫黄の還元によ
つて も行はれることを指摘 し得た.
 從てMicrospira desulfuricansは 無機榮養的性質を有すべ く,こ の性質はこの種の硫黄細菌
によつてガス溜中で硫化水素が獲生する可能性が推論され るのである,殊 にMicrospira desul-
furicansは 我國tc於 て極めて廣汎な所在 を示すことはアムモ ニア合成工揚の慶水及び各地の河
水,海 水等12種 の試料に就てこの種の細菌の實在を確誰 し得たことによつて明瞭であ らう.
 次に斯か る硫黄細菌による硫化水素の獲生防止策として從來イ懐,河 底等に就て行はれ る方
法は室氣接鰯法に よつて細菌の作用を弱勢ならしめることで あるが,こ の方法はガス溜には適
用 し得なV・,一 方 この細菌の死滅温度は55。C,30分 で繁殖の最適温度は25～28。Cを 示 し比較
的高温に封する抵抗性が弱いが,低 温で繁殖 をなし得 る性質 を有する故,温 度管理 による防ik
封策 も亦ガス溜では實行 し難い,然 しこの細菌の繁殖の最適pHは6.1～85で 限界PHは
5・5及び9・6で ある・自Pちアルカリに封する抵抗性は弧いが酉菱に敏感で ある性質 を利用すれば
本菌の繁殖,換 言すればガス溜に於ける硫化水素の獲生を防止 し得ると考へ られるのでガス溜
のSealed waterを 硫酸で微酸性 (pH 4.3以 下)と なすことが防止封策の一手段であること
を提案する次第で ある・
       粉粋鐵粉末焼鈍機構のX線 的研究
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                序    論
金屡粉末の焼結機構iに關しては鰍 こ十数年以前から種々論議せられて來た・夫れに拘 らす,
今日に到るも未だ確乎たる定論が見出されて居なV・・是れ,主 として上記の機構に直接關聯あ
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